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はじめに 
 
 大正大学は、大乗仏教の精神を建学の理念とし、2016 年に創立 90 周
年を迎えた。建学以来、各学部教授陣は品性のある豊かな人間性と創造
性を備えた人材の育成に邁進し、時代や社会の変化に対応するため改組
による学部学科の設置や新コースの開設など不断の見直しを続けてきた。
当学科においても 2011 年４月人間学部アーバン福祉学科から、人間環境
学科に改組し「のびのびこどもプロダクトコース」を設置。2014 年４月
にコース名を「こどもコミュニティコース」と変更、さらに 2016 年４月
には「こども文化・ビジネスコース」へと変化を遂げてきた。当コース
では、こどもを取り巻く環境やトレンド（世の中の動き・国の施策・関
連商品など）を知ることにより社会全体を見渡せる視野を育み、将来、
こどもにかかわる幅広い分野で活躍できる人材育成を目的とし、徹底し
た現場での実践的な学習を進めている。 
そこで本稿では「こども文化・ビジネス」を支える人材育成を行う一
手段として、カリキュラム改善にあたるフィールドワークの効果を検証
することを主眼に置いた。対象としたのは、「人間環境学科こどもコミュ
ニティコース」ならびに「こども文化・ビジネスコース」である。特に
本稿では、これまで改善に向けて検討を重ねた上で実施してきた記録を
留めることとした。 
 研究の手順として、第一に新設以来、派遣したフィールドワーク先に
おける実習成果と問題点を鑑み、他大学におけるフィールドワーク、イ
ンターンシップの比較検討を行い、本学に導入できる要点を捉えた。第
二に企業や自治体、団体において求められている資質能力を議論した上
で、実態を探ることとした。第三に「こども文化・ビジネス」を支える
人材育成を行うためのビジョンを描き、実施検証を行った。最後に考察
結果のまとめとして今後の課題を提示する。 
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1．研究方法 
 「こども文化・ビジネス」を支える人材育成にあたり、次の３つの調
査・研究を行った。 
【調査研究１として】 
企業、自治体、団体等へフィールドワーク実習を行う大学間の比較分
析 
企業等へ学生を派遣するフィールドワークを実施する大学を４校選
定し、その傾向を比較分析した。太田が担当。 
【調査研究２として】 
「こども文化･ビジネスコース」に所属する学生に求められる能力資質
の作成と評価 
 作成メンバーは、本学教員の白土、鵜川を中心に学科長である落合を
含め３名。作成内容は、「こども文化・ビジネスコース」に求められる能
力資質について、学生を派遣する各企業、団体、自治体において任命し
た実習指導講師、各領域の専門家であるゲスト講師、白土、鵜川で構成
される「拡大教員会議」にて要望ならびに意見交換、議論を行ったうえ
で、「何が不足しているか」「何ができるか」「学んだことを今後の学生生
活でどう生かすか」について、現状を把握し、派遣学生の能力資質の作
成と評価を行った。調査時期は、2015 年 1 月である。 
【調査研究３として】 
「こども文化・ビジネス」を支える人材育成に向けた討論ならびに実施
検証 
 上記の調査結果に基づき、本学の特色にあったフィールドワーク改革
の構想案を議論した。議論は、2015 年１月から３月にかけて全５回実施。
メンバーは、学科長の落合、白土、鵜川、太田、B&G 財団の遠藤で行っ
た。 
 
2．企業、自治体、団体等へフィールドワーク実習を行う 
大学の比較と分析【調査研究１】 
 企業等学生を派遣するフィールドワークを実施する大学を選定し、各
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大学の概要を捉えた上で、大学間の比較分析を行った。調査、分析は太
田が担当した。 
 
1）フィールドワーク・インターンシップを行う大学の概要 
A 大学（家政学部児童学科）：同学科では、児童の心身の発達を生 
涯発達軸と生活環境の広がりの両面で捉え、児童の健全な発達を保障す
る保育・教育・福祉ニーズ、さらに子育て家庭を含め、現代社会の多様
な次世代育成ニーズに対応できる、総合実践力を培っていくことを目標
としている。カリキュラム内において、教育・保育実習のほか、１年次
には「児童学基礎演習」で、併設校の幼稚園、ならびに公立幼稚園の子
どもたちの遊びや保育の様子を観察するほか、実習後は園長先生や担任
の先生から、具体的な保育内容についてレクチャーを受けている。また、
近隣にある児童学に関連する施設への視察も含まれている。２年次には、
「保育インターンシップ」や併設校の幼稚園でのフィールドワーク、学
内外における発達支援活動など、さまざまな現場で、豊富な体験型学習
の機会が用意されている。これらの体験を通じて、自主性や責任感を養
うとともに、理論と実践を結びつけることで、将来、教育・保育の現場
で子どもの心に寄り添い、子どもの成長を支える力を修得させている。 
B 大学（人間学部児童発達学科）：同学科は、保育士・幼稚園教諭・ 
小学校教諭に関する資格・免許を、それぞれの養成課程を関連づけて学
習できるカリキュラムを有している。その中に、地元の小中学校に「学
校の先生のアシスタント」として、学校現場のニーズに対応しながら、
さまざまなサポート活動を展開する教育プログラムである「学校インタ
ーンシップ」を用意している。高齢化する学校現場の活性化、学生と児
童間等の世代間交流の推進、大学・学校間の協働研究の推進という効果
が期待され、着実な成果を挙げている。学生の派遣期間は原則として半
年間で、日常の教育活動の補助や部活動指導のサポートを行っている。
この活動に関して、「社会貢献実習」という科目として単位が認定されて
いる。そのほか、希望資格に必要な教育実習、保育実習も設定されてい
る。 
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  また、同学科では、2015 年度より、海外短期フィールドワークを実 
施している。カリフォルニア州サンタクル―ズの Cabrillo College で、 
３週間の学習・研修・実習を行っている。期間中は、ホームステイ先で 
過ごし、英語のレッスンを通じた異文化体験とともに、幼児教育につい 
てレクチャーを受け、現地の多様な幼稚園、チャイルドセンター、小学 
校等の見学および参加実習などが行われている。 
C 大学（経営文化学部）：２・３年生の夏休みを利用して、一般企 
業、ホテル、市役所などでインターンシップを実施し、単位認定してい
る。学生は、半期の「インターンシップ」の授業を受け、業務実施の前
に必要な知識やマナー、企業研究ならびに提出書類の書き方の習得が課
せられ、この半期の授業を通じ、許可された学生のみが「インターンシ
ップ」に参加できる。成果評価を担当教員と受入先が協議し、行ってい
る。「インターンシップ」が学生生活の有意義な経験のひとつになるとと
もに、就職活動にとっても有効な知識を獲得できる機会となるように配
慮して指導している。 
Ｄ大学（キャリア支援課）：同大学は、2005 年の開学時より、キャ 
リア教育の体験型科目として、大学生活の早い時期に履修できる「現場
体験型インターンシップ」を実施している。前期授業期間に事前学習（全
３回）を行い、実習先の事前調査やグループワークに取り組んだうえで、
夏季休暇期間に５～10 日間の現場実習を行っている。これに参加するこ
とにより、大都市の抱えるさまざまな課題や自分自身の課題について認
識が深まり、これらの課題に主体的に取り組む能力や、社会人として必
要な基礎的コミュニケーション能力などの向上を目指している。特に、
東京都庁及びその関係団体、都内の区や市、企業などバラエティに富ん
だ実習先の充実度は公立大学である同大学ならではのものとなっている。 
 
2）フィールドワークの今後の方向性 
  A 大学、B 大学をはじめとして、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭に
関する資格・免許の取得を目的とする大学においては、希望資格に必
要な教育実習、保育実習が主要な柱となっている。B 大学では、これ
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に付加する形で選択科目として、海外の短期フィールドワークを用意
している。 
  また、児童や子どもに特化していない大学におけるフィールドワー
クでは、C 大学や D 大学のように受け入れ先企業や団体等を、予め大
学側で用意するケースが増えている。「インターンシップ」のための
事前学習（C 大学半期、D 大学３回）もしっかりと行われ、実習効果
の最大化を図っている。 
  他大学のフィールドワークを概観すると、上述したような、資格・
免許取得に必要であるために行うもの、そして、就職の予備的位置付
けのものに大別される。その意味で、本学において現在実施されてい
るフィールドワークは大変特徴的である。１つ目は、特定の資格・免
許取得のために実施しているわけではないという点であり、２つ目に
は、必修科目として、１年次から３年次まで系統立てて継続している
点である。さらに言えば、就職の予備的位置づけの性格は持ちながら
も、人間形成にも重きを置いている点である。 
  本学が重視するフィールドワークがより実効性のあるものとなるよ
う、今後も継続して他大学の実施動向を把握し、できればその結果を
研究していくことが望ましい。 
 
●児童・幼児教育学科のある大学 
 
№ 大学名 学部名 学科名 
1 大妻女子大学 家政学部 児童学科 
2 共立女子大学 家政学部 児童学科 
3 白百合女子大学 人間総合学部 初等教育学科 
4 創価大学 教育学部 児童教育学科 
5 高千穂大学 人間科学部 児童・教育系科目 
6 玉川大学 教育学部 乳幼児発達学科 
7 帝京大学 教育学部 初等教育学科 
8 帝京平成大学 現代ライフ学部 児童学科 
9 東京家政学院大学 現代生活学部 児童学科 
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10 東京家政大学 家政学部 児童学科、児童教育学科 
11 東京都市大学 人間科学部 児童学科 
12 東京福祉大学 社会福祉学部 保育児童学科 
13 文京学院大学 人間学部 児童発達学科 
14 武蔵野大学 教育学部 児童教育学科 
15 目白大学 人間学部 児童教育学科 
16 鎌倉女子大学 児童学部 児童学科 
17 相模女子大学 学芸学部 子ども教育学科 
18 十文字学園女子大学 人間生活学部 児童教育学科 
19 聖学院大学 人間福祉学部 児童学科 
20 同 同 こども心理学科 
21 川村学園女子大学 教育学部 幼児教育学科 
22 同 同 児童教育学科 
23 聖徳大学 児童学部 児童学科 
24 田園調布学園大学 子ども未来学部 子ども未来学科 
25 学習院大学 文学部 教育学科 
26 共立女子大学 家政学部 児童学科 
27 國學院大學 人間開発学部 初等教育学科 
28 実践女子大学 生活科学部 生活文化学科 
29 昭和女子大学 人間社会学部 初等教育学科 
30 白梅学園大学 子ども学部 子ども学科 
31 聖心女子大学  文学部  教育学科 
32 創価大学  教育学部  児童教育学科 
33 大東文化大学  文学部  教育学科 
34 帝京科学大学  こども学部  児童教育学科 
35 東京純心女子大学  現代文化学部  こども文化学科 
36 東京成徳大学  子ども学部  子ども学科 
37 東京未来大学  こども心理学部  こども心理学科 
38 東洋大学  文学部第一部  教育学科 
39 日本女子大学  家政学部  児童学科 
40 同 人間社会学部  
教育学科 
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41 日本体育大学  児童スポーツ教育学部  児童スポーツ教育学科 
 42 明治学院大学  心理学部  教育発達学科 
43 立正大学  社会福祉学部  子ども教育福祉学科 
44 早稲田大学  教育学部  教育学科 
45 文教大学 教育学部 学校教育課程 
46 文教大学 人間科学部 人間科学科 
 
3．「こども文化・ビジネスコース」に所属する学生に求められ
る能力資質の作成と評価【調査研究２】 
「拡大教員会議」にて要望ならびに意見交換、議論を行ったうえで次
の通り目標が定められた。 
 
1）本コースがめざすこと･･･「こども」を総合的に学び、未来の元気
をつくる 
『「こども」は、社会の未来そのもの』という観点から、本コースで
は「こども」を取り巻く環境全般について学び、幅広い分野で「こども」
の笑顔を創造できる人材育成をめざすこととした。コース内には「こど
もビジネス」「こども文化（カルチャー）」の２つのプログラムを設置。
講義と並行して、独自のフィールドワークや各界の実務家講師によるワ
ークショップを実施し、国際化や情報化、人口減少や価値観の多様化な
ど、変化する社会を生きる現代の「こども」について実践の場でじっく
りと学ぶ機会を与える。 
 
2）３つのポイント 
①２つの視点から、「こども」にアプローチ 
「こどもビジネス」「こども文化（カルチャー）」の 2 つのプログラム
を用意し、2 つの視点から「こども」について考え、学ぶ。 
②ビジネスの視点で「こども」を学ぶ 
「こどもビジネス」プログラムがめざすのは、こどもの笑顔が生まれ
るサービスや商品を新しく作り出すこと。子育てをする家族や保護者、
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そしてこども自身に幸せや喜びを届ける方法を学び、考え、ビジネスへ
とつなげる。 
③「こども」をとりまく文化を学ぶ 
「こども文化（カルチャー）」プログラムでは、帰国子女や日本に暮
らす移住者、難民のこども、そして世界の様々な環境で暮らすこどもた
ちの持つ「文化と心」について学ぶ。また彼らの生活のリアリティを知
り、彼らへの支援の在り方を考察する。このプログラムを通して、国際
化する社会に対応する力を育てる。 
 
3）教育方針 
①アドミッション・ポリシー（AP） 
・こどもの笑顔を作り出したい人 
・こどもを理解し、こどもの立場に立てる人 
・外国にルーツを持つこども、世界のこどもの生活を知りたい人 
②カリキュラム・ポリシー 
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③ディプロマ・ポリシー 
a．知識・理解 
「こども」を取り巻く社会環境の変化を的確に捉え、多様化する価値
観やライフスタイルにおける課題について意欲的に学び、見識を深め、
知力の充実を図る。 
b．思考・判断 
「こども」に関わる消費行動や社会・地域の課題、多様な文化を理解
した上で、様々な状況を分析し、その要因や対処法について理論的に考
察する力を持つ。 
c．技能・表現 
「こども」に関する専門知識を学んだ成果として、自分の考えを論理
的にまとめ、聞く相手に合わせて、わかりやすく伝える能力を身につけ
る。 
d．関心・意欲・態度 
「こども」に関する多様な領域への関心を持ち続け、社会貢献の意欲
と行動力を身につける。 
 
4．「こども文化・ビジネス」を支える人材育成に向けた討論 
ならびに実施検証【調査研究３】 
1）現行のフィールドワークの改定構想案 
本学科の特色である「こどもの現場で 90 時間のフィールドワーク」
の機会を１年次から３年次まで行い、現場での学習機会をふんだんに
取り入れ、将来こどもと家族の専門家として社会に貢献する人材育成
をめざすフィールドワークを発展的に改定することとした。 
現行（当時）の問題点として、派遣する本学学生は多様な入試形態
から個々の勉学意識、意欲に大きな差が生まれていること。特に２年
次春学期から行うフィールドワーク実習では事前学習のレベルはも
とより、遅刻・欠勤等も散見され、実習先に多大な迷惑をかけてしま
う例が出ていることが挙げられた。これは、就職を意識し、前向きな
姿勢で実習に臨んでいる他大学３年次生のフィールドワーク実習生
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と比較されると、ややもすると本学のブランドに傷が付くことが懸念
される。そのためには、教員による事前指導はもちろん、学生自らの
意識改革が必要であること、そして実施時期を含めカリキュラム自体
の改善に取り組むことが急務であるとの結論に至った。 
具体的には、将来専門家として子供たちを指導する要素＝安全・安
心・規律・秩序・知識・指導法（技術）などを盛り込んだカリキュラ
ムをフィールドワークの実習として行い、学生がそこで得た子供たち
への指導ノウハウを何れ就職後に生かせること、あるいは将来、自分
自身が子供を持ったときに生かせることを主眼としたプログラムの
構築に取り組んだ。 
 
2）公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団（以下 B&G 
財団）との協定の締結 
  学生の人材育成に B&G 財団の指導者養成等のノウハウがフィールド
ワークに使えないものか、という考えが発端となり、担当者レベルで
協議を重ね、人材育成に役立つ具体的な内容について提案を受け、こ
の協定に結びついた。 
公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団（略称：
B&G 財団）は、モーターボート競走法（1951 年 6 月施行、法律第 242
号）制定 20 周年を記念した謝恩事業として、1973 年 3 月に国土交通
省（旧 運輸省）の認可を受けて設立された公益財団法人である。財
団の目的は、「わが国の青い海と緑の大地を実践の場とし、主として
海洋性レクリエーション事業（以下、「海レク」という。）を軸とした
青少年の健全育成、身体活動を通じた幼児から高齢者までの心身の健
康づくり、水の安全教育と海事知識並びに環境保全の普及・啓発等、
公益の増進を図る事業の振興に寄与し、海洋国日本の発展に資するこ
とを目的」としている。簡潔にいえば、“全国で”海や川、里山など
を場として海レクや自然体験活動等を通じて子供たちの心身の健康
を図ること、スポーツやレクリエーションなどを通じて幼児から高齢
者までの健康づくりを推進すること、水の安全教育や海レクなどを通
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じて海の理解や環境を守ることの啓発を進めることで、四周を海に囲
まれた海洋国・日本の発展の一助となろうということである。 
  経過としては、2014 年(平成 26 年)度を迎えた４月より、財団から
指導者養成研修の内容や都内小学校で実施している水辺の安全教室
についての説明を受けた上で、同年７月に東京・江戸川区の小学校で
行われた水辺の安全教室の実施状況を白土、鵜川で視察した。そこで
は主に指導法や目的、また児童の受講状況を見学、質疑応答を行い、
本学学生に対してもこの内容を応用すれば、通常の学業では得られな
い人材育成につながるのではないかという結論に達した。 
こども文化・ビジネスコースでは、卒業後、こども関連の企業・団
体・行政関係に就職する学生が多いことから、フィールドワークで得
たことを実践の場で使い、それを将来生かすことができるようにプロ
グラムを立案し、実行することとなった。具体的には、子供たちを指
導する要素＝安全・安心・規律・秩序・知識・指導法（技術）などを
盛り込んだカリキュラムをフィールドワークの実習として行い、次に、
学生がそこで学んだことを財団が都内で実施している小学校の水辺
の安全教室に補助要員として入り、実践で学ぶこととした。このプロ
グラムによって、学生はそこで得た子供たちへの指導ノウハウを何れ
就職後に活用することができ、また、将来、自分自身が子供を持った
ときに生かすことが期待される。また、指導するにあたっての教える
側の態度なども、集団行動法等を通じて学ぶこととした。 
 
3）大学と財団との協定書の調印 
  プログラムの概要を固めながら、組織として大学と財団が一緒にな
り人材育成を進めていく上で、フィールドワーク実習に関する連携協
定を締結することとなり、2015 年 6 月 30 日に B&G 財団会議室におい
て、大正大学人間学部長・井出裕久と B&G 財団・菅原悟志専務理事が
両組織を代表し、フィールドワークを円滑に実施するため協定の調印
式を執り行った。 
  調印式はオープンな形式で行い、大学からは人間環境学科長・落合
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崇志とコース主任である白土が同席しマスメディアの取材も入る中、
両代表が協定書に署名した。調印後、協定締結まで経緯やフィールド
ワークの実施内容等について白土ほか財団担当者から説明し、メディ
アとの質疑応答を行った。 
メディアからは、「どのようなことを目的にこの協定を締結するの
か」などの質問があり、それに対して「学生が事業を通じて子供たち
と触れ合うことで子供の実情を認識し、将来の就業に役立ててもらう
ことと、最終的には学生本人が海洋実習等を通じて海への理解を深め、
海を好きになってもらいたい」などと回答した。教育関係の新聞社の
関心は特に高いように感じた。 
 
 
 
 
    
□調印式にはマスコミも出席        □協定書を掲げる井出学部長（右）と菅原専務理事 
 
4）フィールドワークの実績（FW＝フィールドワーク） 
①フィールドワークの開始 
フィールドワーク実施にあたっては協定締結前ではあったが、2015 年
5 月から３年生の FWⅢ（インターンシップ）は既に始めており、人間環
境学科こども文化・ビジネスコースから１名が足掛け４カ月 13 日間にわ
たり勤務を開始した。並行して同年７月から実施する１年生、２年生の
FW 実習について打合せを進め、具体的な日程や履修時間、カリキュラム
等についても決定した。 
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②フィールドワーク参加人数 
 この２年間の FW 受講者数は、次表の通りとなっている。 
 
③ＦＷⅠのカリキュラム 
今年度(2016 年度)の例であるが、人間環境学科こども文化・ビジネス
コースに入学した１年生 21 名を対象に、巣鴨キャンパスと宮城県南三陸
町にある「南三陸まなびの里いりやど」を研修会場として計７日にわた
り、B&G アクアリーダー研修を含めて FWⅠの実習を行った。全体を通し
たプログラムには、子供たちを指導するために必要な要素＝安全・安心・
規律・秩序・知識・指導法（技術）を盛り込んだ内容を実習として行い、
そこに B&G アクアリーダー研修を加えて、主に次のようなカリキュラム
を実施した。 
＊註）アクアリーダー：海洋リクレーション、プール事業指導員のこと 
a．集団行動法実習 
集団の子供たちを秩序立てて安全に移動させ、人員確認にも素早く対
応するための集団行動の技法とその実習を行った。 
b．BLS 実習 
（Basic Life Support）は“１次救命処置”のことで、人が急に倒れ
たり、窒息を起こしたりしたときに、その場に居合わせた人が救急隊や
医師に引き継ぐまでの間に行う応急手当のことである。具体的に行った
ことは、意識がない人を発見した場合の手順から“CPR(Cardio Pulmonary 
Resuscitation) ＝ 心 肺 蘇 生 法 ” と “ AED(Automated External 
Defibrillator)＝自動体外式除細動器”の器材を使って使用法の練習を
カリキュラム 2015（平成 27）年度 2016（平成 28）年度 
FWⅠ（１年生） ２３名 ２１名 
FWⅡ（２年生） ３４名 － 
FWⅢ（３年生） １名 ２名 
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行った。 
c．水辺の安全学習 
B&G 財団が児童生徒を対象として学校プール等で行っている“水辺の
安全教室”を基本として、落水時の対処法やペットボトル等を利用して
の救助法、ライフジャケットの浮力等の効果を実際に試すなど、“自助”
と２次災害を防ぐため自分が泳いで救助に行くのではなく、どこにでも
ある器材を使っての“救助”などを海とプールで実施した。 
d．海レク実習 
震災の津波で海は怖いというイメージになってしまったが、南三陸の
きれいな海で海レクとしてカヌーやスタンドアップパドルボード（SUP）
を行った。はじめは皆恐々行っていたがすぐに慣れ、海レクと海遊びの
楽しさを知るとともに、海に対する想いにも変化がみられた。 
 
④大学の FWⅠのカリキュラム 
FWⅠをさらに充実した内容とするため、大学が行う FWⅠカリキュラム
として、さらに次の事項を行った。 
a．南三陸町内の状況視察 
東日本大震災当時（2011 年）、南三陸町の副町長であった遠藤健治氏
（現：大正大学地域構想研究所客員教授）の引率により、町内の被災し
た建物や子供たちが避難した場所などを見学するとともに、高台から津
波が押し寄せてきたときの状況について受講。学生は、話を傾聴しなが
らその場面を思い描き、改めて震災について考える時間となった。 
b．東日本大震災の語り部の講話 
当時、消防職員であった方に語り部として、震災時の状況を講演して 
いただいた。語り部ご本人は、震災で家族を失いながらも消防職員とし
て地域住民の避難誘導や救助にあたった当時の様子を克明に証言され
た。話を拝聴しながら、涙を浮かべる学生が多数見られ、自分に重ね合
わせて、自分ならどのような行動をとることが出来たか考える貴重な時
間となった。 
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c．研修成果のまとめと発表 
最終日となった７日目には、巣鴨キャンパスと南三陸での計６日間に
わたる FW についてグループに分かれて検討し、テーマごとに発表内容を
模造紙にまとめ、各グループが発表した。 
 発表内容について学生同士の質疑応答も行い、そのまとめた成果は 11 
月に開催された鴨台祭においても、こども文化・ビジネスコースとして 
来場者に説明、発表する貴重な経験となった。 
  
 
 
 
 
 
 
□南三陸での発表風景 
 
 
 
 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 
□鴨台祭（学園祭）風景 
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5）フィールドワークで学ぶ目的 
  FWⅠを受講する学生が学ぶ目的は、B&G 財団が FW に取り組む目的と
同様、次の４点が挙げられる。 
① 水辺の安全学習を通じて自助・救助を学ぶこと 
これは本コースを卒業する者の就職先に子供関連事業者が多いこ
とから、陸上で思わぬ事故等に対応するための CPR や AED は元より、
水辺に出た際の安全知識や技術を持つことで、学生が自分自身に自信
を持ってもらうことがあげられる。そのために、FW では CPR や AED の
カリキュラムに加え、水辺の安全教育を実施した。 
 
② 自分の動作・行動・挨拶を確認すること 
これは頭の中では判っていても、いざ人前に出たときにきびきびし
た動作や挨拶ができるのか、それを自分で理解することである。その
ために集団行動法を取り入れた。集団を班編成に分け、全体にはリー
ダーを、班には班長を配置して、号令・動作を繰り返し練習し、朝夕
には点呼を行い、人員確認や連絡事項を徹底した。 
 
③南三陸の環境を通じて海や自然についての理解を深め、海洋活動を
通して海レクの楽しさとルールやマナーを学ぶこと 
  これはカヌー等の海レクを通じて海の楽しさや危険を予防するため
のルールを知るとともに、風や潮の流れにより沖合に流されること、
波は同じ波長ではないことなど、自然について学ぶことである。また、
海レク終了後には海岸のゴミ拾いを行い、来た時よりもきれいにして
帰るマナーなどを学んだ。 
 
④自分自身が学んだ自然環境保護や海洋活動の楽しさを何れ子供た
ちに教える立場になって欲しいこと 
  この FW を通じて学んだことを生かして、何れは仕事や地域や家庭で
子供たちに日本が海洋国であることや海と離れて暮らしが成り立た
ないことを教える立場に立つということである。その気持ちを持って
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未来に羽ばたくことである。 
行動面 精神面 これからの生かし方 
体育訓練 忍耐力・精神力・助け合い 辛いことがあっても耐える 
整列訓練 素早く動く・正確さ 命令に忠実に動く 
挨拶 礼儀作法・真心 
目上の方、同僚、（お客様）を大切にす
る 
黙想 反省・自己を振り返る 同じ失敗を二度しない 
班行動 
協調性・思いやり・仲間意
識 
同じ目標に向かって頑張る 
10 分前精神 
心のゆとり・常識・ 
他人への迷惑 
ミスを犯さない 
部屋や公共の場
の 
整理整頓 
清潔感・常識 モノを大切にする 
 
6）カリキュラムの有用性 
  FW 参加者の感想からもうかがわれるように、FW 全体を通したプログ
ラムが多少の高低差はあるものの参加者個々のモチベーションの向
上につながっていることは間違いないと言える。また、学生に学ばせ
たいと考えていた目標が、感想を見ても大方達成できたのではないか
と確信する。 
  しかしながら、この FW のプログラムは、個々のカリキュラムを通じ
て実際の生活や学業等の場で生かす事はもちろんであるが、大学１年
生というまだまだ多感な時期の人間形成の一面がやはり大きい。それ
が“人を思いやる”気持ちであり、お互いに助け合う“互助精神”と
仲間とともにどのように生きるかという“智慧”に結びつくことで、
大学の建学の理念である「智慧と慈悲の実践」につながっている。 
 
7）フィールドワークの成果 
  前述の有用性と重複するところもあるが、この FW の成果をまとめる
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と次のことが言える。 
①コース全体のまとまりの向上。チームビルドとしての効果 
②お互いに助け合う信頼関係の醸成と仲間意識の高まり 
③自己を見つめなおす機会 
④日本が海洋国であることの理解を深める一助となり、“海”への関
心・興味の高揚 
⑤東日本大震災と被災地に対する理解の深まり 
 
8）FWⅠのまとめ 
修了時のモチベーションがどこまで継続するかは定かではないが、
この FW で学んだことを折に触れて思い出し、それを実践の場に生か
して、将来、役立て、また互いを思いやる気持ちをいつまでも持ち続
けて社会に羽ばたくことが、この FW の根本と考える。 
また、FW 実習により精神面からの人間形成とルールの順守やマナー
の向上に対しても、及第点に達していると推察する。 
 
5．ＦＷⅢ（3 年次カリキュラム）について 
1）社会人としての心構えについての指導 
  ３年次を対象に実施した FWⅢは、社会に出るための第一歩となるこ
とから、一番厳しく指導したのは“時間厳守”である。第二に“身な
り・服装”。そして第三に“素早い行動”である。 
時間については、万一遅刻をすれば本人の信用にかかわるので“５
分前”には準備を整えて待つことを伝えた。 
身なり・服装については、B&G 財団の事務所に出勤する際、スラッ
クスと Y シャツとしており、社会に出れば、第一印象が重要であるこ
とを認識するよう指導した。 
  第三の素早い行動は、現場での指導があるためユニフォームに着替
える必要があり、短い時間の中で器材の準備、着替えなどを行わなけ
ればならないため、必然的に素早い行動が求められた。 
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2）学生のヒアリング概要 
  2016 年度に実施した２名の FWⅢの業務内容は次の通りであった。 
  B&G 財団で行う FWⅢでは、先ず希望する学生本人に対し財団担当者
がヒアリングを行い、FWを通じて何を学びたいのか、どのようなこと
を行いたいのかなど目的を確認した。そして最終日には、勤務期間を
通じて学んだことで、目的を達成できたのか、至らなかったか、今後、
学んだことをどのように生かしていけると思うかなど、最終ヒアリン
グを行っている。 
①学びたいことの希望 
財団の業務内容を事前に理解した上で受け入れを希望しているの
で、FW 中に学びたいことについて次の要望があった。 
 ・子供たちにスポーツの楽しさや興味付けをさせる方法 
 ・子供たちのまとめ方や指導法 
 ・ルールやマナーを理解していない子供たちに、環境に合わせてどの
ようなことをやってよいのか、よくないのかをうまく教えるための
指導法 
③ 学びの結果 
  最終日に確認したところ、小学校等での水辺の安全教室の現場の中
で、財団職員が行う指導方法の状況から、大方のことについては学ぶ
ことができたとの感想を得た。また、終了時の感想文にもそのことに
ついては触れられていた。 
 
3）FWⅢの業務内容 
  財団での FW は、大学からの指定として 12 日 90 時間以上の勤務が必
要であるため、①事務所での勤務、②児童を対象とした小学校での水
辺の安全教育に関する実習、③児童生徒を対象とした財団主催の海洋
体験事業での実習、と大別して３つのプログラムを実施した。最終的
には２名とも、13 日間 100 時間を超える実習となった。 
①事務所での勤務 
先ず、事務所においての勤務は、期間は３日。主に財団の概要と実
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施事業や自治体とのつながりを中心とした説明と事務作業などが行
われた。財団の概要や事業を説明することで、なぜ子供を対象とした
事業を実施しているのか、また自治体とのつながりが生じているのか
を理解させ、実習の意義を認識させるためである。 
また、財団は、毎年、３自治体から地方公務員の研修の一環として、
職員の派遣を受け入れている。その自治体職員から市町村における社
会教育や社会体育等の意義と必要性、各出身自治体の現状などを直接、
聴講する機会を与え、質疑応答を通じて理解促進を図った。これは財
団ならではのプログラムであり、他の民間団体では真似のできない特
筆すべき事項である。その理由は自治体においても子供を対象とした
事業を実施していることを知ることで、学生の就職先の一つとして自
治体＝地方公務員も視野に入るからである。 
②小学校での指導 
  次に都内小学校のプールで行う「水辺の安全教室」の指導補助とし
て６日を充てた。この事業は、学校からの依頼により小学生を対象と
した落水時の対応やペットボトル等のどこにでもある器材を使って
の救助法、救命具（ライフジャケット）を着用しての浮遊体験を通じ
ての救命具の効果の理解促進、そして希望によりカヌーの体験乗船を
行うものである。 
  昨今、海離れが進んでおり、「危ないから行くな」的な教育では子供
たちの海離れは益々進むことになるだろう。このような状況では、四
周を海に囲まれた海洋国日本の将来の海洋資源開発、海洋環境保全、
海洋研究、造船、漁業、海洋レクリエーション関連等々の海洋関係に
進む人材が減っていくことが危惧される。やはり子供のうちから海に
慣れ親しみ、その楽しさや怖さを教えたうえで、海を好きになっても
らうことが将来の海洋関係の人材育成には必要となろう。また、その
ように社会に発信していくことが我々の努めであり、海を好きになる
第一歩がまさにこの“水辺の安全教室”であり、“プールは海への玄
関”と言える。 
 
64 
 
 
 
 
 
 
     
 
□自治体職員との質疑応答 
 
 
 
 
 
 
 
□水辺の安全教室における学生の指導風景 
③事業での指導 
  最後に、財団が実施する海洋事業への参画に３日を充てている。財
団での事業は前述の通りであり、その中で学生が直接子供たちと接す
ることができる海洋関係事業として、「東京湾海洋体験アカデミー」
「カヌー体験会 in 葉山」「全国ジュニア水泳競技大会」の３事業に加
わってもらった。 
a．東京湾海洋体験アカデミー 
   東京湾海洋体験アカデミーは、子供たちの海離れが進む中、海への
興味・関心を育て、海洋産業の重要性と魅力が再認識できるような実
体験を伴う海洋学習機会を提供することで、海が好きな子供を増やし
将来的に海洋関係の仕事や活動に携わる人材を育て、併せて自然体験
活動や集団生活を通じて子供たちの“生きる力”を醸成し、自立心を
持つ子供たちを育成するための事業である。 
今年度は、夏休み期間中４泊５日の研修に 76 名が２行程に分かれ
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て参加した。スケジュールや実体験の場を提供された主な機関・企
業・団体は、次の通りで、この日程の中で、FWⅢの２名は、それぞれ
別行程の海レクのある日程に実習地に赴き、そこで行われた水辺の安
全教室等のスタッフの一員として子供たちを指導した。 
 
 
 
 
 
 
 
□子供たちと海上防災基地に行き巡視艇に乗船 
 
 
 
 
 
 
□材木座での安全指導 
b．カヌー体験会 in 葉山 
カヌー体験会 in 葉山は、ひとり親家庭や児童養護施設の子供たち
を対象に海レクを中心とした自然体験活動や水辺の安全教室を提供
する事業である。 
  近年、社会的な課題の１つが、貧困による様々な格差である。その
うち、子供の教育や食に関しては各種団体や NPO によって積極的な支
援が行われているが、“体験”についての格差解消に関しては、余り
手が差し伸べられていないのが現状である。そこで財団が 2016 年度
から始めた事業が「カヌー体験会 in 葉山」である。このような社会
的状況についても、FWⅢで勤務した２名には理解を深めてもらい、更
に当該事業に参加して子供たちについて肌で感じ、学んでもらった。  
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以上のように、水辺の安全教室を含め、直接、子供たちとふれあう
ことで将来社会に出たとき、また子供に関係する職場に就いた際は、
この経験が必ず役立つと推察している。 
 
4）特記事項 
昨年の FWⅡ(*2 年生で実施していたため)で水辺の安全学習を学び、
今年度 FWⅢにて小学校等での水辺の安全教室での指導により力を付
けたことで、夏季休暇中に豊島区の要請で区立仰高小学校児童約 80
名を対象に７月 30 日に学校プールで水辺の安全教室の指導実習を学
生たちが行った。 
  指導に当たったのは、昨年 FWⅡを受講した３年生４名（うち１名は
今年度 FWⅢで財団で実習）と昨年 FWⅢを財団で実習した 4 年生１名
の計５名であった。今回の指導にあたっては、指導案の作成から小学
校の校長先生への挨拶、そして教員・PTA 関係者との打合せまで、全
て学生たちの手で行い、参加した児童をはじめ PTA からも喜ばれて成
功裏に終了することができた。 
  このような活動こそが、大学と財団の協働により創り上げた FW の大
きな成果である。 
 
5）FWⅢのまとめ 
  今年度、FWⅢとして財団に勤務した２名は、昨年２年次に FWⅡでア
クアリーダー資格を取得しており、実習以前に財団の事業や実践指導
することに理解があった。その２名ともが、教わる立場から教える立
場に変わったことで、それぞれ教えることやさらに理解させることの
大変さと難しさを学んだことが、感想からもうかがえる。（※巻末の資料
編参照） 
  FWⅢでは、単に子供たちに指導する力、技術や知識の習得に留まら
ず、子供たちに教える中で子供を自分の鏡として学ぶことで、自分自
身の人間形成に役立てるとともに、目の前に迫ってきた就業を想定し
て、各業務を遂行することを目的としている。 
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  人間形成という意義においては FWⅠと同様であり、どのような状況
下にいても、その中で人への思いやり、周りへの気遣い、そして向上
心を持った人に成長してほしいと願うものである。 
 
 
 
 
 
 
 
□リハーサルを実施                □挨拶からスタート 
 
 
 
 
 
 
 
□背浮きの指導 
 
おわりに 
多くの大学のカリキュラムにフィールドワークが取り入れられてい
るが、本学ならではのフィールドワークを提供することによって、これ
から社会に羽ばたく学生が現場を見つめ、自分自身を見つめなおすきっ
かけの一助となっている手ごたえを感じている。 
ことに本研究では、南三陸における FW 研修に参加した学生を対象に、
参加する前の期待値と参加後の満足度、ならびに FW を通じて取得した知
識や技能、FW を体験した後の将来に対する考え方、上級学年に向けての
大学生活の変化等について得られた感想を分析した。その結果、大多数
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の学生が各 FW を体験後、今後の大学生活に向けての姿勢の変化が生まれ
た事は、今後の主体的な学習を考える重要な位置を占めると考える。以
上の研究に基づき、今後も「こども文化・ビジネスコース」の人材育成
の具現化に迫っていきたい。 
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【資料編】 
1. 2016 年度 FWⅠのスケジュール 
日程・場所 主な実施内容 
2016 年 
7 月 11 日（月）・大正大学 
・開講式、オリエンテーション 
・B&G プランと財団事業説明、各自から
の 
事業提案の提出説明など 
7 月 18 日（月）・大正大学 ・BLS（CPR･AED）講習 
・ロープワーク実技 など 
7 月 25 日（月）・大正大学 ・集団行動法実習 
・水泳概論、水辺の安全教室等の説明な
ど 
7 月 29 日（金） 
・南三陸研修センター 
「いりやど」 
・町内小学校体育館 
◎南三陸町内視察（被災場所・復興状況
見学） 
・入所式 
・集団行動法実習 など 
7 月 30 日（土） 
・いりやど 
・町内神割崎海岸 
・海洋性レクリエーション実習 
・水辺の安全教育実習 
・海のポスター作製実習 など 
7 月 31 日（日） 
・いりやど 
・町営プール 
 
・水泳実技実習（泳法確認、救助法） 
・研修のまとめ 
・資格取得研修修了式 
◎ＦＷ全体のまとめ など 
8 月 1 日（月） 
・いりやど 
◎ＦＷ全体のまとめ 
◎ＦＷ実習内容発表会 
◎ＦＷ修了にあたり  など 
※備考：①アクアリーダー資格取得の実習時間は、大学で９時間、南三陸町で 16 時
間の計 25 時間となる。② ◎印は、大学としての研修プログラム。 
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2. FWⅠに参加した学生の感想 
①水辺の安全学習関係 
a.知識があることで事故防止と友人たちへの目配りができると確信
した。 
b.人を助けようとする気持ちを行動に表すことが重要であると考え
た。 
c.水辺の安全学習では、災害や不慮の事故などが起きた際の人命救助
のほか、自分自身を守る術となることを学べ、非常に良い体験とな
った。 
d.座学のときペットボトルで助かった人の話を聞いた時にはあまり
実感がなく疑問であったが、行ってみて（こんなに浮くとは思わず）
驚いた。 
e.水辺の安全学習では、自分が流されたときや人が溺れたときの対処
法を学び、先ず浮くことが大切だとわかった。子供たちに教える機
会があれば、そのことを第一に伝えようと思う。 
②集団行動関係 
a.何度も繰り返し練習することで、皆が揃っていくことがうれしかっ
た。 
b.みんなと行動を揃えることが、あんなにもうれしいとは思わなかっ
た。 
c.集団行動に対する個々の責任感や集団の一体感が段々に生まれて
きたことが実感できたことで集団行動法のすばらしさを感じた。 
d.集団行動では、高校での体育が緩かったため中学の体育の授業を思
い出し気が引き締まったので、この夏休みは時間を無駄にせず有意
義に過ごそうと思う。 
e.最初のころは息が合わず何度もやり直したが、練習とともにできる
ようになり、それにつれコースの仲も深まってきたと思う。 
f.頑張れ、頑張ろうとお互いに励ましあい、自然と仲間をねぎらうこ
とが当たり前になってきたことが良かった。 
g.集団行動は日常とは全く異なる動作が多く戸惑った。最初はバラバ
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ラだったが、回数を重ねるうちに一体感を得ることが出来た。 
h.集団行動を通して、普段生活していくうえで役立つものやこれから
就職活動での面接、企業に入ってから役立つことを学ぶことが出来
た。 
③海レク関係 
a.海に興味を持つことが出来た。海が大好きになり、自然の大切さを
学んだ。 
b.海レクは一歩間違えば取り返しのつかないことになるが、きちんと
ルールを守って楽しめば本当にすばらしいものと再確認できた。 
c.海を訪れた人がみんなこのような体験をすれば、海に行く人が増え
ることが分かった。 
d.班別に分かれて海レクや水辺の安全学習を海で実施したのはどれ
も楽しく団結力のある行動をし、行動面や精神面が鍛えられた感じ
がした。 
e. SUP を行っていてなかなか立てなかったが、最終的に立つことがで
きて自分で驚いた。しようとしても出来ないこともあるが、しよう
としなければ出来ることもできないということを身をもって体験
した。 
④事業提案等関係 
a.みんなの事業提案で良いものがあれば、リーダー資格を取得した私
たちが参加できるとよいと思う。 
b.海のポスターグランプリは、個人的に素敵な企画と思うので、本コ
ース以外の友人にも紹介したい。 
⑤被災関係 
a.今回の研修で自分の身は自分で守ることでそれぞれが助かること
を知り、地震に備えてここで学んだことを家族に伝え、避難先など
を一緒に決めておきたい。 
b.被災地を目にし、語り部の話を聞いて、自分自身を考えさせられる
ことが多く、環境問題や自然災害は生きていくうえで切っても切り
離せないので、自分で自分の安全を守るしかないと改めて実感した。 
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c.南三陸で現地を見て話しを聞き、大地震が起こったことを実感した。
話の中で響いた言葉は「生きる術を身に付けること」であった。 
d.震災時は福島県に居住していたので震災を経験し、海沿いにあった
曾祖母の家が津波で流され、その日から海には入ることすらできな
いほど怖いものとなった。しかし、恐ろしいと感じていた海が南三
陸の海を見て、もっと知りたいもっと見たいと思うようになった。 
⑥全体 
a.ここで行ったことは、全て貴重で日常生活や今後の人生に役に立つ
ものと思う。 
b.多くの課題と発見かできた FW であった。 
c.リーダーになったことで、周りが見えるようになり、仲間の大切さ
を再確認できた。 
d.このコースに入り、この FW に参加できたことや人との出会いとつ
ながりを誇りに思う。 
e.リーダー資格を取ったことに満足せず、チャンスがあれば大いに生
かしていきたい。 
f.班長を任されたときは非常に心配であったが、班員全員がサポート
してくれ、私個人の成長だけでなくチームとしても大きく成長でき
ていると感じられうれしく思う。 
g.この６日間の FW では、二度とない経験だと思い身体で覚えて将来
役立てるようにする。 
h.リーダーだけに任せるのではなく、自ら行動できるようにして、今
回の FW を生かしたい。 
i.この南三陸での実習は、辛いこともあったが、体験し、学び、実践
に活用できることを身に着けることができた。 
j.社会に出たときに役に立ったり、ゆとりを持った５分前、10 分前行
動、時間を守ることの大切さを改めて知ることが出来た。 
 
3. 2016 年度 FWⅢのスケジュール 
FWⅢ日程および実施内容等 
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実習期間：2016 年 5 月 16 日～8 月 31 日 全 13 日間で実施 
回数・日程 実習内容 場所・勤務時間 
 
第 1 回 
5月 16日（月） 
 
・オリエンテーション等 
・Ｂ＆Ｇ財団の事業説明等 
・意見交換「最近の学生事情」  
・ＢＬＳ（ＣＰＲ・ＡＥＤ）講習 
・本日のまとめ など 
場所：財団事務所 
時間：８ｈ 
 
 
第 2 回 
5月 24日（火） 
 
 
・前回の意見交換 
・自治体の業務並びに社会教育・社
会体育について（自治体職員３名よ
り） 
・事務事業補助（資料印刷・丁合等） 
・本日のまとめ など 
場所：財団事務所 
時間：８ｈ 
 
 
 
第 3 回 
6月 14日（火） 
 
 
・前回の意見交換 
・水辺の安全教室説明・紙芝居の練
習 
・事務事業補助（資料印刷・丁合等） 
・ＳＮＳの具体事例での発信 
・本日のまとめ など 
場所：財団事務所 
時間：８ｈ 
 
 
 
第 4 回 
 
・水辺の安全教室実習 計８回実施 
 ・実習日 6 月 24 日（金） 
 ・実施校 江東区立第二辰巳小学
校  
・対象  6 年生 
場所：江東区 
時間：８ｈ 
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第 5 回 
 
●A ・実習日 7 月 4 日（月） 
   ・実施校 豊島区立池袋小学校  
・対象  5・6 年生 
●B ・実習日 7 月 4 日（月） 
   ・実施校 葛飾区立川端小学校  
・対象  6 年生 
場所：豊島区 
時間：８ｈ 
 
場所：葛飾区 
時間：８ｈ 
 
 
 
第 6 回 
 
 
●A ・実習日 7 月 7 日（木） 
   ・実施校 江東区立明治小学校 
   ・対象  6 年生、別途 教員
研修 
●B ・実習日 7 月 11 日（月） 
   ・実施校 江戸川区立一之江小
学校  
・対象  5 年生 
場所：江東区 
時間：８ｈ 
 
場所：江戸川区 
時間：８ｈ 
 
 
 
第 7 回 
 
●A ・実習日 7 月 11 日 
   ・実施校 江戸川区立一之江小
学校  
・対象  5 年生 
●B ・実習日 7 月 13 日（水） 
   ・実施校 豊島区立南池袋小学
校  
・対象  1・3・6 年生 
場所：江戸川区 
時間：８ｈ 
 
場所：豊島区 
時間：８ｈ 
 
 
 
第 8 回 
 
 
●A ・実習日 7 月 19 日（火） 
   ・実施校 台東区立松葉小学校  
・対象  5・6 年生 
●B ・実習日 7 月 14 日（木） 
   ・実施校 豊島区立南池袋小学
校  
場所：台東区 
時間：８ｈ 
 
場所：豊島区 
時間：８ｈ 
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   ・対象  2・4・5年生 
 
 
第 9 回 
  
 
●A ・実習日  7 月 24 日（日） 
    ・事業 海はともだち！カヌー
体験ｉｎ葉山 
●B ・実習日 7 月 15 日（金） 
   ・実施校 墨田区立業平小学校  
・対象  2・5・6 年生 
場所：神奈川県 
   葉山町 
時間：８ｈ 
 
場所：墨田区 
時間：８ｈ 
 
 
第 10 回 
●A ・実施日  7 月 25 日（月） 
    ・事業補助 海はともだち！カ
ヌー体験ｉｎ葉山 
●B ・実施日  7 月 24 日（日） 
    ・事業補助 海はともだち！カ
ヌー体験ｉｎ葉山 
場所：神奈川県 
葉山町 
時間：10ｈ 
場所：神奈川県 
   葉山町 
時間：８ｈ 
 
 
 
 
 
 
 
第 11 回 
 
 
 
●A 
 ・実施日 7 月 27 日（水） 
・実施内容 
東京湾海洋体験アカデミーＡ 
指導実習 
午前：第三管区海上保安本部・
横浜海上防災基地 海上保安業
務について 
  午後：水辺の安全学習指導 
●B 
 ・実施日 8 月 3 日（水） 
 ・実施内容 
場所： 
横浜・三管本
部 
鎌倉・材木座 
時間：９ｈ 
 
 
 
 
 
場所： 
横須賀・追浜 
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東京湾海洋体験アカデミーＢ 
指導実習 
  午前：住友重機マリンエンジニ
アリング「造船業体験に
ついて」 
  午後：水辺の安全学習指導 
鎌倉・材木座 
時間：９ｈ 
 
 
 
第 12 回 
 
 
●A・B 
 ・実施日 8 月 20 日（土） 
 ・実施内容 
全国ジュニア水泳競技大会 大
会運営実習 
場所：江東区 
辰巳国際水泳場 
時間：９ｈ 
7:00-16:00 
 
 
第 13 回 
 
●A・B 
・実施日 8 月 31 日（水） 
・実施内容 
まとめ、感想文作成 など 
場所：財団事務所 
時間：３ｈ 
9:00-12:00 
実習時間：①A 13 日 103 時間、B 13 日 101 時間 
     ②大学の指定は、12 日間 90 時間以上 
 
4. FWⅢに参加した学生の感想 
a.水辺の安全教室を終了したときに、子供たちから「楽しかった」「あ
りがとう」「またやりたい」と声を掛けてくれたことが、実習で疲
れていた自分へのやりがいとエネルギーになった。 
b.大学の要請で豊島区内の仰高小学校において行った水辺の安全教
室で、責任者としてメインになり指導をしたことで、リーダーの難
しさなどを学ぶ良い機会となり、自分が今までに学習したことで、
短い時間の中で子供たちに大切な要点を伝えることが出来た。 
c.事務所内での業務として資料作りなどをしているときは社会人と
しての毎日を実体験し、どうしたら早く効率的に仕事を進めること
が出来るかなど、自分なりに考えて行うことが出来た。 
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d.水辺の安全教室では、小学生に積極的に話しかけコミュニケーショ
ンを取りながら集中して行った。積極的になればなるほど仕事も覚
え、どうすれば簡単に子供たちに伝わるか、分かりやすく理解して
もらえるかなど、自分で考えて伝えることができるようになった。 
e.指導にいった小学校ごとに教育の仕方の違いや、児童の育ちの違い
などで言うことをきかない子も多く大変であったが、自分が学びた
かったルールやマナーの理解のない子供たちに、どのように注意す
るのか、どう対処するのかをそこで学ぶことが出来た。 
f.子供たちは言葉で伝えただけでは危機感をあまり持たないが、実践
してどうなるかを見せてあげることで「こうなりたくない」「痛い
のは嫌だ」と感じるので、効果的であることが分かった。 
g.親子で参加する海の事業のときに、親と一緒にいる子供は親への甘
えか安心するのか、人の話を聞かない子が多くみられた。親も注意
するがそれも無視し、一人で勝手な行動をとる子がいたが、この時
の対応が非常に大変で難しかった。 
h.B&G 財団に FW に行ってとても良かった。それは自分は子供が大好き
で触れ合えたことと、たくさんの笑顔が見れたことが一生の宝物と
なった。 
i.今回の実習で学んだ数多くのことを将来親になったときに活かし
ていきます。また、このようなボランティアがあれば参加して、多
くの人の力になっていけると良いと思う。 
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